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穂谷里山の研究

見えぬけれ どもあるんだよ

浅　野　浅 春

要 　 旨

　里山には、人智 を超 える事物 の存在 があ り、 目に見 えな いものの循環が あ って、そ こに、人 と

多種 多様な動植物が、何 らかのつなが りを もって、 ともに生 きている。

　 この論文では、穂谷里 山に住 まい していた人たちの こ と、現在住 まい している人の こと、里山

と何 らか の関わ りを持 って活動 して いる人たちを取 り上げ、 「見 えぬけれ どもあ るん だよ」 とい

う金子みすずの詩の持つ大切な意味について述べ る。

キ ー ワー ド:穂 谷里山、里山の神、共生、循環

1　 は じめ に

　穂谷 ・里山学の中核をなすものは、「見えぬけれ ども、あるんだよ」(金 子みすず詩集より)

の世界である。すなわち、人智を超える里山の神、人間の能力では制御できない環境、人 と生

物 とのつなが り、空気や水をはじめ とする物の循環が学びの対象 となる。

　穂谷 と三之宮神社には、現在で も 「水の神」が残る。竜王石がそれを具象する。また、「森

羅万象の神」の具象 というべき巨石が鎮座する。その巨石は 「屋形」 と称され、二体、並存す

る。見掛け上(地 下では、 どのようになっているのか不明である)三 角柱で、切妻屋根の形を

している。その大きさは、三角形の底辺が約3.5m、 高さが約2m、 三角柱の長さが約5mで あ

る。石質は花崩岩であ り、風化は進んではいない。その由来は不明である。かつての穂谷住民

と三之宮神社 との関わりを知ることは、現在の穂谷住民の根にあるはずの文化 ・伝統を知るこ

とに繋がる。

　里山を理解するための、一つの柱は 「共生」である。穂谷の住民の生活から、穂谷の生態系

をつ くる生き物たち と、いかなる共生をしているのか、見えない微生物 との共生を推測してみ

る。もう一つの柱は循環である。穂谷の人の営みが、水をはじめ とする物質の状態変化を伴 う、

土中や大気中での循環からいかに影響を受けているか、これについても推論したい。気体や水
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は野や山、そして、すべての生き物の身体に入 り循環してゆ く。 どのような質の液体や気体が

循環 し私たちの身体を抜けてい くのかは、生命体に とって重要な問題である。

　さらに、穂谷 とその周辺における今 日の経済活動 と、廃れゆ く穂谷里山の伝統 ・文化の復活

とい う 「共生」が現実のものにならないのだろうか。この重要な課題についても触れる。

Ⅱ　 穂谷と三之宮神社(字 　屋形山鎮座)

1　 穂谷と氷室

　穂谷里山は標高100mか ら250mに ある。広い地域 とは言えないが多様な環境をもっている。

枚方市街に比べて気温は約3℃ 低い。その上に、湿度が高 く霧が立ちやすい地域がある。冬に

は氷が張る池もある。そのような地域で、北向きに穴を掘 り、氷を保存出来ないだろうか。

　枚方市史には三之宮神社所蔵文書の記録がある。それによると、氷室の始まりは、仁徳天皇

62年5月 、額田大中彦王子が闘鶏(ツ ゲ)と い うところに狩猟し、山に登った時のこと、庵が

見えたので付き人に見に行かせたところ、窟があって、村人はそれを氷室だ とい う。氷の保存

法を聞 くと、村人は、土をひ と丈余 り掘って草を葺き氷の周 りに萱な どを厚 く置いてお くと、

いつまでも解けずにあるので暑い月にも用いることが出来るとい う。王子は氷を仁徳天皇に差

し上げると、大層喜ばれて、絶えず使われるようになったとい う。そ うい うことがあって、天

長8年(832年)8月 、氷室を穂谷 より、傍示、杉、芝村の全てにおいたが、やがて、傍示に

だけ残った。そのような歴史を持って、現在の穂谷、傍示、杉、藤坂、芝、津田を氷室郷 と称

していた。だから、氷室郷は穂谷が本庄なのだ とい う。

2　 雨乞い

　枚方市史の諸 日記(枚 方市史第九巻)か ら、江戸時代の五ヵ村(穂 谷 ・杉 ・尊延寺 ・藤坂 ・

津田)の 人たちにとって、三之宮神社が どのような存在であったかをみることにする。

　この記述を とうして、いかに、たびたび雨乞いを したか、が解か り、津田村の人たちに とっ

ては三宮神社までの上 りの道の り(現 在の舗装された道でも1時 間半はかかる)は いかに大変

であっただろうか、が想像できる。そして、雨が降った後の返礼行事の派手で大仰であったか

を知ることができる。

延享1年(1744年)

6月11日 　三之宮へ雨乞

　 26日 三之宮へ雨乞 五ヶ村立合 夜 大雨降、村中悦、三之宮へ参る

　 27日　三之宮に雨請返礼、能狂言上る
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7月5日 　 雷を伴 う大雨で、津田川が洪水を起こし、い くつかの橋が落下、下流の田畑も土砂

　　　　　で埋まる。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふねふな

8,月6日 　 三 之宮 　 雨 乞返 礼能 狂 言 、番 組 三番 里、 芦 刈 ・春 日竜神 ・熊 坂 ・餅 酒 ・宗論 ・舟 船 ・

　 　 　 　 　 神 鳴(雷)。

明和6年(1769年)

7月 朔 日　 三 之 宮 へ 雨 乞

　 　 2日 　 大 雨 降 る、 五 ヶ村 皆 皆 悦 ぶ

8月 朔 日　 三 之 宮 雨 乞 　 雨 請 之 返 礼 、 大 般 若 経 読 、 五 ヶ村 参 詣 す

　 　 9日 　 三 之 宮 へ 雨 乞

　 　 11日　 雨 降 、 殊 之 外 悦 ぶ 、 返 礼 相 撲 に 上 る

　 　 21日 　 三 之 宮 返 礼 相 撲 、 子 供40人 、 上 村20人 、 津 田村20人 勤 め 、 の ち 大 相 撲 有 。

享 保14年(1730年)

7月8日 の三 之宮 へ の 御 返 礼 で は 、1.踊 　 2.能 　 3.御 経 　 4.神 湯 　 5.御 千 慶 　 6.石 燈

籠 、 これ に あ か り、7.万 燈 　 8.絵 馬 　 9.繰 り　 を行 う。 これ は 、 五 ヶ村 の 庄 屋 ・年 寄 が 相

談 して 決 め る。 石 燈 籠 を 壱 対 献 上 す る。

文 化3年(1806年)

6月3日

　 11日

　 13日

　 19日

　 20日

　 27日

7月4日

　 15日

　 17日

8月4日

9月24日

五ヶ村立合いの雨乞、翌 日降雨

百灯点じて、湯神楽奉納

五ヶ村立合いの雨乞

大雨

お礼参 りに、絵馬 と提灯5張 を奉納

雨乞、返礼は芝居

五ヶ村立合いの雨乞、夜に降雨、返礼は湯神楽

雨乞

大雨

返礼にお千度打ち

返 礼 能　―　　千歳 ・三番里 ・百楽天 ・服熊坂 ・春 日竜神 ・祝言加茂

返礼狂言　―　靭猿 ・居杭 ・悪太郎 ・春 日奈な ど。

　雨乞いは切実な願いであるが、その行事は、神社(神)を 権威ある存在 と位置づけ、五ヵ村

の人たちの結束を揺るぎ無いもの とし、有形 ・無形の文化の共有によって、結束を維持してい

たことが分かる。現在のような種々の娯楽のない時代、老若男女が打ち揃って、能、狂言、踊
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り、芝居、相撲をたのしみ、交流を深めていた。水争いや不作時における村同士の緊張は常に

起 り得る中で、これらの行事がいかに緩和をもたらしたか、を窺 うことができる。つまり、地

域住民にとって約束遵守を大前提 とした農業においてのみならず、生活の核について形式 ・作

法の統一を徹底するとい う意味でも、雨乞い とその返礼の行事は大きな存在であ り、三之宮神

社の存在は村人の核であ り、文化を生み、守るところでもあったと考えられる。

　そして、現在を思う。この神社では祭 りも過去の語 り草となり、穂谷の人たちが、そこに集っ

て、演芸をしたことを語れる人も、やがていな くなるのであろうか。

3.返 礼行事

　返礼行事でもっとも華やかであっ

たのは住吉踊(三 之宮踊 り)で あっ

た という。 どのようなものであった

のか、枚方市史(第 三巻)か らひろっ

てみる。

　これは屋形踊 りともいわれ、津田

で始まった。13世 紀後半には、中原

宗包によって100番 に及ぶ踊 り歌が

作られていたが、元和3年(1617年)

ごろには17番 を残すのみであった。

その後、寛文2年(1662年)の 雨乞

いに際 し、津田村の河崎清左衛門、

心念寺浄誓、明善寺正玄、三宅嘉兵

衛らによって踊 り唄の復興が計から

れた。このことについては貞享2年

(1685年)の 「河州三ノ宮大明神踊

歌」におさめられている。

　安永6年(1777年)8月 の唄本の

巻末に記された住吉踊 りの役付は音
　 　 　 　 　 　 　 かん こ

表1「 河州三ノ宮大明神踊歌」

御庭一 さて も見事なお庭 がか りや　笠 に木の葉が散 りかかる

　　 皆若竹で節はそろわね どひ とふ しうとうてみせま しょう

屋形　屋 がたへ参 りに御 門を見れば　柱 は 白がねの とび ら

　　 　ふいた るかやは板かね よ板　がね よ

御田　春たね　おろ して皐月 して　住吉御 田へ参 らばや

連雀 　我 はさつまのれ ん じゃ くよ　 い さやふなか た　 あ きな

　　 　い しょ

御寺　音 に聞 こへ し宗善 で ら　 宗善で らへ参 りて 見れ ば　 さ

　　 　て も見事なつつ じ花　あれがな一枝 をち この土産 にしょ

商 あすは吉 日しも くだ り お もひ よづまのい とま ごい

飛田　 ひん 田の清水で影見れば　我身なが らもよいおな ご

糸寄― 糸 よれば　お手が あれ候　た なぼたか ざして　 お手 や

　　 　すめ よのん

恋― 音に聞へ しほそ谷河 の 蛍だに ごひ となれば身をなやす

綾踊(中 をを ど り也)　 大事の綾 をおる所 をだれ や ら門のね

　　 　ずみ なきする と大事 もそ らわ ん　 しん とろ しん とろ と

　　 　お るほ どに

後妻(中 を ど り也)― かま くらの御所 のお庭 に　 うわな りう

　　 　ちが は じま りた 　うわな りお どりはお もしろやお もし

　　 　ろや

花摘― あすはお寺の花つみ よ　 い ざやわかい衆花をつ も

鴨突　 おんだ こわが衆 は　 しぎつ きの お上 手で　見か けた鴨

　　 　はのが しはせ まい　 い ささら爰 にて しぎをつ こ　 鴨を

　　 　つ こつ こ　や鳥がかか りた

忍 一 い とし姫 子 としのぶ夜 は　鳥 もなないそ夜 もあける

　　 　かね も くだけ よ　 ね もた らぬ

頭 取 、 鉦 打 ち、 鞠 鼓 打 、 垣 踊 り、 狂 言 、 笠 鉾(い わ ゆ る風 流)、 笛 、 山伏(い わ ゆ る風 流)、 太
　 　 　 しん ほ　ち

鼓打、心発意(踊 りの指揮者)、 飛脚(い わゆる風流)、 花かさ(い わゆる風流)、 棒ふ り、鼓

とある。

　続いて、次のような内容のことが書かれている。

　踊格式卯刻出勤す、当社にてお庭掛 り屋形一番踊、それより三之宮へ上 り五番踊、つづいて、
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尊延寺が三番、穂谷村も三番踊、未之刻より又当社で五番踊をする。これは先例の通 りに行 う

こととする。

　ここで当社 とは津田村の春 日神社であ り、夜明け とともに、春 日神社で一番踊 りをし、三之

宮神社まで登って五番踊 りをおこない、昼過ぎに春 日神社に帰って、又、五番踊 りをするとあ

る。

　三之宮神社への行列は、袴上下の杖突を先頭に、赤熊棒振4人 、袴上下の役人中、鞠鼓4人 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しんほ　ち

本装束の山伏、本装束の組頭中、装束大臣出立の心発意(踊 りの指揮者)、 加賀笠 ・ふ くりん

黒羽織の音頭取、羅頭巾 ・麻衣 ・野袴の鉦 うち、加賀笠 ・女帷子 ・ぬきかけ前垂の太鼓打、は

なやかにふるま う飛脚、加賀笠 ・ふしめん前垂女出立の踊子が2列 になって曲を奏し、踊 りな

がらのものであった。

　上記、「河州三ノ宮大明神踊歌」の唄本には、御庭、尾形、御田、連雀、御寺、商、飛 田、

糸寄、恋、綾、後妻(う わな り)、花摘、鴨突、忍、の14曲 が収められている。いかなる唄で

あるのか各 々の一節のみから想像することにする。ただし、原文を崩さない程度で、現代仮名

遣いに改めて記述する(表1)。

4.宮 座

　上記の祭を含めて、神事は宮座によって取 り仕切られていた。宮座 とは祭神 と特定の縁故を

もつ、あるいは有力な家が、独占的に神事を行 うために結成 した祭祀組織で、室町事代の中頃

から近畿以西、中国、九州にかけてみられたといわれている。この運営は村落の運営 と重な り

あ うことが多く、閉鎖的な特権意識によって彩られていた。しかし近世中期以降の社会構造の

変質によって新興層が進出することによって宮座は、その排他性 ・閉鎖性を維持することがで

きな くな り、次第に崩れていった。かつては三之宮神社にも宮座があ り、祭が仕切られていた

が、現在は全 く名残 りもない。

5.三 之宮神社の竜王石

　五ケ村は、各々の氏神で雨乞いをして効果がない と、五ケ村立ち合いで三ノ宮神社に雨乞い

を した。村人たちは、鉦 ・太鼓を打ち鳴らし、神社に参詣し、龍王社の小さな祠を壊して御神

体の竜王石を取 り出し、水を張った盥につけ、榊を立てて降雨を祈願した。それでも効果がな

い と、その石を脇の谷に落 としては引き上げ、繰 り返して祈願した。その石は現在も谷を見下

ろす位置に安置されている。しかし、その存在を知る人は少な く、ましてや、それに手を合わ

す人はいないだろう。
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皿　穂谷里山の風物誌

1.手 延べそ うめん作 り

　穂谷の里山、晩秋から早春の5か 月、特別な労働に没頭する夫婦がいる。 どちらの一人が欠

けても出来ない仕事である。夫(谷 口明博さん)は 高校卒業 と同時にこの仕事を続けてきた。

妻(逸 子さん)は 育ってきた環境から、結婚してもその仕事は続けるもの と思っていた。

　この仕事 とは、太 さ1.3mmの手延べそ うめん造 りである。第一級の手延べそ うめんを造 るに

はい くつかの、みえない環境が整わねばならない。谷口さんの庭は、 日の出と共に、空気が動

き出す山の斜面にある。二人の作業工程を追いながら、様 々な環境を推察する。

　東の山の最も南に寄ったところから、太陽が上が り、里山に光を放つ朝6時 「なかだて」が

始まる。里山を流れる空気の質を全身でつかみ、翌 日の気象をよんで、塩水をつ くる作業であ

る。その読みが塩の濃さ加減を決める。塩:水 が1:7か 、1:8か 、微妙なものだ。

　この塩水で、吟味した小麦をこねる。「こねまえ」である。 これを始めると中断できない。

親の死に目に会えない、 と表現される。小麦の量も、次の 日の気象のよみによって決まる。次

に 「団子踏み」だ。のし餅状の生地ができる。しばらく 「うまし」する。この 「うまし」すな

わち熟成の時間に、塩水 とこねられた小麦のグルテンが互いに手を結びあ う。この間に二人は

朝食を済ませる。食事のあ とは、「いたぎ」だ。約60cmの 直径の、のし餅状の生地を、外辺か

ら渦巻をつ くるように中心まで帯状に切ってい くのだ。

　ここまで、二人は懸命な作業のなかでも、風の流れ、昇って くる太陽を観察している。もう

8時 だ。「いたぎ」が終 り、巻かれた帯状の生地は2～3時 間うましされる。休む時間はない。

さあ、「か どぽ し」を しなければならない。前夜、8時 ごろに 「こび き」(後 述)し 、一晩、

「うま し」 しておいたものを、流れる空気 と天 日とで乾燥 しながら1.3mmの 太 さになるまで延

ば していく作業だ。この仕事は11時 頃までには終わらない といけない。

　さて、前 日の、「か どぽし」がおわった11時頃に戻る。すなわち 「いたぎ」が終わり、「うま

し」終わった時刻だ。「こなし(ほ そめ)」をは じめる。帯状の麺によりをかけ、乾燥を防 ぐた

めに綿実油を塗 りながら約2cmの 太さになるまで延ばす作業だ。 こうして、2時 間うます。こ

の間に昼食をすませる。午後1時 、「こなし(ほ そめ)」を始める。ほそめ、ねかせて うました

ものを、約lcmの 太さにまで延ばす作業だ。ここでも、よりをいれ、乾燥を防ぎ、互いが付着

しないように綿実油を塗 りながらの作業だ。こなしを終った麺はこのあ と2時 間の うましに入

る。延ばされた向きにグルテンの分子が並び、その向きの結合が強められる。

　午後4時 、「かけば」を始める。かけばとは、1cmの 太さに 「ほそめ」 された麺を固定 され

た2本 の丸棒に8の 字を描 くようにしてかけてい く作業である。一対の丸棒に93本 かけて、こ

れを80組 つ くる。そして、2時 間のうましに入る。 この2時 間が夜食の時間となる。
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　 夜 食 を 終 え た午 後8時 は 「こび き」 の 時 間 で あ る。 一 対 の棒 に93本 「か け ば 」 され た ひ と組

の 麺 を約60cmの 長 さ に 延 ば す 作 業 で あ る。 い ま 、60cmと 書 い た が 、 こ の長 さは 、 そ の 日か ら

翌 日の気 象 を よみ 、 最 終1.3mmの 太 さに す る た め に 、 この 夜 は どの く らい ま で 延 ば せ ば よい

の か を 考 えた 上 で の 作 業 で あ る。 一 対 の 棒 の 片 方 の 両 端 を 両 足 で 踏 み つ け 、 も う片 方 を 両 手 で

上 に引 き上 げ る の だ 。 決 め た長 さ に延 ば す に は 、 こ こで も名 人 芸 が 要 求 され る。 「こび き」 さ

れ た ひ と組 は 二 本 の 棒 に93本 か け られ 、 約60cnlに 延 ば され て い る。 した が って 、 この ひ と組 に

掛 け られ て い る麺 の 長 さは 、(93×2)本 ×60cm=11160cm=111.6mに 達 して い る。 「こび き」

され た麺 は一 晩 、 約12時 間 、 「うま し」 され る。 そ して 、 これ を 、 翌 早 朝 、 そ の 次 の 日の た め

の 「な か だて 」 「こね ま え」 「いた ぎ」 を 終 えた8時 頃 か ら 「か どぽ し」 され る こ とに な る。

　 か どぽ しは 、 「ふ く らだ し」 「あ ら わ け 」 「小 わ け 」 「下 わ け(下 ぱ し)」、 す な わ ち70cmか ら

100cm、 さ らに130cmそ して170cm最 後 に220cmに な るま で 、 空 気 の 流 れ と天 日に よ る乾 燥 具 合を

見 計 ら いな が ら麺 を 延 ば し、 しか も、 麺 が 互 い に 付 着 しな い よ うに 長 ば し状 の2本 の棒 を 操 っ

て 、 そ れ らを わけ 、 さ らに 長 ば しに か か る麺 の 重 み を 手 に 受 け な が ら、 全 身 全 霊 で 、 乾 燥 具 合 、

出来 具 合 を 判 断 す る とい う作 業 で 、 時 間 との 競 争 で もあ る。 この 作 業 の 際 に 、 霧 が 流 れ て きて 、

麺 に付 着 す る と、 麺 が 互 い に 付 着 して 決 して 離 れ な くな る。 ま た 、 南 風 が 吹 く と、 塩 で か た め

た麺 の 塩 が 融 け て 、 麺 の こ しが き えて し ま う とい うこ とに な る。 名 人 の 勘 が 空 気 の 質 と流 れ を

よみ 、 名 人 の 技 術 が 、 見 え な い何 か に 「て び ぎ」 され 、60cmの 長 さで あ っ た もの が2m20cm、

太 さ1.3mmの 細 麺 に仕 上 が る こ と とな る。 これ ぞ神 業 で あ る。

　 「こ び き」 され た 麺 は、 い ま や(93×2)本 ×2.2m.=409.2mに もな って 繋 が って い る。 こ

れ が80組 作 られ るの で あ るか ら、 延 ば され た 距 離 は32736m=32.736kmに もな る。

　 か どぽ しを 終 え る と き、2m20cmで あ っ た細 麺 は 、2mに 縮 ん で い る。 い よい よ、 これ を 裁

断 しな け れ ば な らな い 。 この 作 業 は 「こ わ り」 とい わ れ る、 これ も難 しい 作 業 で あ る。 この よ

うな 困 難 な 作 業 は 二 人 の 息 が ぴ った り合 わな い と出来 な い 。 どの よ うな 心 身 の 状 態 で あ ろ う と、

ひ とたび 作 業 に入 れ ば 、 互 い に 頼 り合 い な が ら も、 一 人 ひ と りが 持 ち 分 を こな さな け れ ば 一 級

品 は 出来 上 が らな い 。 そ して 、 全 て の 環 境 に 恵 まれ て 、 商 品 と して の 素 麺 を 作 る こ とが で き る

の は ひ と月 に17日 か18日 程 度 だ とい う。

　 二 人 が い て 、 出来 上 が る芸 術 品 ともい うべ き、 この 素 麺 は 、 高 級 料 亭 に は 欠 か せ な い 品 とし

て 、 多 くの方 面 か ら製 造 を依 頼 され 続 け て い る。 しか し、 谷 口 さ ん 曰 く、 「こ ん な仕 事 は や る

もん じゃな い 。 身 体 を 壊 す 他 な い 。 雨 の 日は 病 院 通 い だ 。 この よ うな や り方 で 、 素 麺 を 造 って

い るの は 、 日本 で た だひ と りだ。 た だ、 食 べ て も ら っ た ら違 い が 分 か って くれ る と自負 して い

る。 しか し、 満 足 して い る わけ で は な い 」 と。 二 人 の 素 麺 に は 、 二 人 の 結 婚 以 来 の 人 生 、 そ の

もの が 込 め られ て い る。 これ を 解 か りな が ら食 べ る人 が 如 何 ほ どい るの だ ろ うか 。

　 枚 方 市 史 に よ る と、 大 正 期 、 特 産 河 内素 麺 の 生 産 は 津 田村 が 中 心 で あ った 。 そ の 生 産 量 は 北
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河内郡の80%を 占めていた。河内素麺は手延べが主で、他産地より色が白く、素質も細か く、

上等品 として知られていた。原材料の小麦粉は、河内の北部一帯、摂津の東北部、山城や丹波

地方から購入され、製品は京都市をはじめ、近江 ・丹波地方の乾物商に全体の約8割 を販売し

ていた。明治41年 に発足した河内素麺同業組合によって、商標 と品質の等級が統一され決定さ

れた。商標は、瑞穂の糸 ・主基の糸 ・河内の糸 ・交野の糸 ・御狩の糸の五種が登録され、等級

は特級以下、一等から五等まであ り、各 々色分けされた紙で包装されていた、 とある。

　標章は桜の花の中心に河の文字が置かれたものだ。現在も同じである。なにわの名工 として

表彰を受けている、谷口明博氏の製品は、最高ブランド・瑞穂の糸の優等品 とある。もちろん、

最高の品で、京都の高級料亭では谷口さんの素麺を求める客が多 く、谷口さんに製造を求める

ことしきりといわれる。

　　　　　　　　　　　　　　 写真1　 手延べそうめん作 り

2　 日本酒醸造

穂谷里山には重村醸造店がある。現在の当主である重村隆男氏は、御自分では七代 目だ とい
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うが、詳細は解からないらしい。枚方市史(第 三巻)に よると、穂谷における酒造家の存在は

元禄10年(1698年)に 遡る。現在の当主が直系であろうとなかろうと、穂谷で、300年 以上に

渡って 日本酒が醸造され続けてきたとい うことが重要である。 日本酒の80%を 占める水の質は

極めて重要である。多様な植物 と土壌動物、微生物そして、土 と岩石が長時間かけて、カ リ、

マグネシウム、 リン酸な どの ミネラルを溶かして作った水を、地下の水脈を通して醸造家に与

え続けたのだ。穂谷里山はそのような環境を維持し続けているのだ。

　重村氏は酒造 りの近代化をよそに 「見えぬけれ どもあるんだよ」の世界を今も実現している。

　ひ との手が原料に触れず、室内の空気を冬の状態、つま り日本酒醸造に最適な温度に管理す

ることが近代化である。すなわち、連続蒸米機の開発　　蒸米冷却機の開発　　製麹機の開発

　　酒母タンクと発酵タンクの開発　　搾 り機の開発によって、作業員は蒸米冷却のため、手

桶に蒸米を入れて蔵の中を走 り、それを麻布の上で手入れを しながら冷やす とい う辛い、厳冬

の早朝の作業から解放された。

　伝統的な酒造 りでは麹作 りがもっとも厳しい作業だ と云われている。早朝、麹室から出来上

がった麹をだし、そのあ とに蒸米を搬入する。夜間には数回、麹の温度調整作業をや り、早朝

には麹をほ ぐす、いわゆる床もみをやる。24時 間の作業が続 き、夕刻には、麹蓋一枚一枚に

2kgず つ麹を計って入れる、いわゆる盛 り作業もある。製麹機の開発は温度30℃ で、高湿度

の麹室から作業員は解放された。酒造 りのタンクは、木桶の時代から、アル ミ、ホーロー、ス

テンレス、エポキシ樹脂ライニングと変遷 した。さらに、二重ジャケ ットを とりつけ、もろみ

温度をコントロールできるようにな り、さらにセンサーやコンピューターを使っての温度管理

をするようになった。

　搾 り機の開発は、従来の、 もろみを酒袋(長 さ100cm、 幅30cm程 度)に 、5～9リ ットルず

ついれて、口を折 り曲げて閉じ、揚槽(あ げぶね)と よばれる入れ物に平行に積み上げ、上か

ら圧力をかけて圧搾し、酒を搾 り終えた袋に残った酒粕を取 り出す、 とい う重労働から作業員

を解放 した。

　 しか し、枚方で、ただ一軒の造 り酒屋である重村酒造は、近代化をよそに、部分的には機械

を使いつつも、昔ながらの、つま り、熟達したひ との勘 と天候を頼 りに、辛い労働をもって酒

造 りを している。最終工程の袋搾 りでは、長さ80cmあ ま り、幅30cmの 袋に七分 目ほ どにもろみ

をいれ、袋の口は くくらないで、二回押し曲げるだけにする。この作業は大変難しく、これが

できるようになるのに3～4年 はかかるといわれる。ふねに、平行に7本 、その上に、隙間を

埋めるように6本 、またその上に7本 とい うようにして、30段 、つまり、200袋 ほどを積み上

げ、一 日搾 りあげる。翌 日、ふ くろを、ふねの中心部分に、重ねる段を変えて並べ直し、ゆっ

くりと時間をかけて、搾ってゆく。いわゆる、「責め」 という作業によって酒を絞 り出す。こ

の酒は混濁しているので、滓(お り)引 きをして、澄み切った清酒にする。
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　重村隆男氏に、酒造 りの御苦労を聞こうとする。多 くは語らない。少しの語 りからの、わた

しの理解はこうだ。「どのような酒が出来るかは仕上って、味をみない とわか らない。ひ とは

麹菌 と酵母菌の手伝いをしているようなもの。その菌の一部は、江戸時代からこの蔵に棲み続

けて、重村酒造のブランド穂谷の伝統の味をつ くるのに一役を担っている」 と。酒米 と水 と微

生物 と空気 とが神によって支配される世界に酒造 りはある。

　酒水の井戸を見せていただ く。井戸は、立派なそれ専用の建物のなかにある。入口から、土

足を脱いで階段を下 りる。一辺が約2mの 花崗 岩の井桁である。二枚の木の板で蓋をしてい

るが、井桁の上に数本の木をかまして、隙間をつ くっている。重村隆男氏は語る 「水も呼吸し

なければならない」 と。水は どこか見えない深い地層から押し出されてきて、この井戸に溜ま

り通過 してい く。その溜ま りの中にあるときに、酒蔵に汲み上げられ、酒米を浸漬し、酒母を

つ くる工程でも、もろみをつ くる工程においても、注ぎこまれるこの水は、穂谷の空気 との問

で見えない何かを通い合わせて出来上がったものだ。彼はそ う言っているのだ。確かに、あの

井戸を守る館内には特別の、つま り、人にはいかようにもならないものが存在するのだ。

　次に醸造工程を見ておこう。 どの時点で水が使われているのかを把握するためだ。

日本酒の醸造 とその工程

米 と微生物 と水 と杜氏の汗 と知恵

1

皿

]]1

V

　　　　　　　　　　　　　　　日本酒の80%は 水。味、香 り、アルコールは米に由来。

蒸米製造工程　　玄米→精米→白米→洗米 と浸漬(吸 水)→ 冷却→蒸米

麹製造工程　　蒸米(28℃ の麹室で+種 麹)→ 製麹(40～45時 間培養)→ 麹菌の増殖によっ

て発熱、室の温度管理が必要。

酒母製造工程(酵 母を培養)　　 麹+水+純 粋酵母+醸 造用乳酸→水麹→+冷 却(7～25
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も　と

℃)さ れた蒸米→育成(約2週 間)→ 酒母(酒 元)

もろみ製造工程　　(蔵つきの酵母も入る)　　 酒母+水+麹+蒸 米→初添→踊(仕 込みを

休む)→ 水+麹+蒸 米→仲添→ もろみ管理(留 添):20～25日 でアルコール分18～19%→

醸造アルコール+糖 類→熟成もろみ

熟成もろみ→上槽→(粕)→ お り引き→濾過→新酒
　 　 　 かひ

麹 菌(黴):ア ミラ ーゼ を 生 産 し、 澱 粉 を 糖 に 変 え る。

酵 母:ア ル コ ール 発 酵 を 行 う菌 類 の 総 称

酒 母:蒸 米 、 麹 、 水 に よ って 培 養 され た 酵 母 の こ と。

酒 造 好 適 米:大 粒 、 心 白が 軟 質 、 たん ぱ く質 含 有 量 が 少 な い 。 ま た、 水 を 吸 い や す く、糖

　 化 され や す く麹 菌 の 喰 い こみ が 良 い 。 千 粒 の 重 量 が26g以 上(一 般 米 は20～22g)。

純 米 酒:白 米ltか らア ル コ ール分18.5%の 酒2klと 酒 粕250gが 得 られ る。
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3.柿 のれん

　穂谷には、一年 に三週間だけ 「柿のれん」ができる。この言葉は、かつての里山には普通に

存在 した言葉に違いない。しかし、今や、柿のれんが残るところも少な くな り、やがてこの言

葉は死んでい くのだろう。穂谷ではまだ残っている。穂谷の前区長の重村庄一さん夫妻によっ

てつ くられている。約一万個の柿によってつ くられたのれんが鮮やかな秋色を呈して広がって

いる。

　前庭で収穫した渋柿一万個の皮むきをする。想像

するだけでも肩がこる。へたに突き出た小枝をT型

に残 し、これも二人で編んだ縄に、それを差し込む。

約60個 の柿が差し込まれた縄がのれんの一本 となる。

三週間ほ ど干 した柿は莚(む しろ)の 上に並べられ

る。夜間は、筵に包まれる。柿はまず、鼈甲色に変っ

てい く。つぎに、二人は柿を乗せた筵を何度も揺す

る。柿は莚にこすられ、互いに磨き合 う。重村家の

筵とそれに棲んでいるバクテ リアが柿の水分を吸 う。
写真2　 柿のれん

柿はバクテ リアに水 と栄養を与えて生かし、自らは乾燥してい く。乾燥して、糖分を結晶にし

て表面を覆 う。すなわち白い粉をふ く。適度な柔らかさを見計らって、粉をふいてやる。干し

柿に棲むバクテ リアは他の微生物を寄せ付けない。適度な柔らかさを保 ったままの保存食 とな

る。つま り、ひ とと太陽 と空気 と莚 とバクテリアの協同作業といえる。 ここにも、「見えぬけ

れ どもあるんだよ」の世界がある。縄 と筵はもちろん稲のわら、稲 と干柿 とは、繋がっている。

　重村さん夫妻はこの干し柿を毎年、お世話になった方々に差し上げているのだそ うだ。この

秋も、穂谷里山ではただ一軒 とはいえ、柿のれんが見られるに違いない。

Ⅳ　里山の問題点

　 日本 の 童 謡 ・唱 歌100選 とい う よ うな書 物 を み る。

　 どこか で 春 が ・春 が 来 た ・春 の 小 川 ・め だ か の 学 校 ・お ぼ ろ月夜 ・茶 摘 み ・夏 は 来 ぬ ・蛙 の

合 唱 ・案 山子 ・赤 とん ぼ ・紅 葉 ・里 の 秋 ・どん ぐ りこ ろ こ ろ ・冬 景 色 な ど、 か つ て の 日本 の ど

こ にで もあ る風 景 ・事 物 を うた った もの だ 。 あ る世 代 の 人 た ち に とって は 、 とて も懐 か し く思

いな が ら、 ほ ぼ 全 て を 歌 うこ とが で き るの で は な い か 。

　 今 も、 この 穂 谷 で は これ らの 歌 詞 に あ る風 景 を そ の 通 りに 見 る こ とが で き る。 後 で も書 くこ

とにな るが 、 穂 谷 で は メ ダ カは 当 然 の こ と、 ヤ ブ ドジ ョウが み られ,調 査 員 に よ る とチ ョウは

100種 以 上 、 トン ボ は30種 以 上 の生 息 が 確 認 され 、 オ オ タ カ や ノス リの 旋 回が み られ る。
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　この10月(2010年)名 古屋で、生物多様性に関する国際会議COP10が 開催され、マスコ

ミの報道も多い ところから、かな りの人が里山について関心を抱き、里山を次のように理解 し

ているだろう。

　里山は、ひ とと多種多様な動 ・植物が共生してきた ところである。ひ とは生活のために必要

なものを全て といってよいほ ど里山から得てきた。木を伐採して薪 ・炭にし、樹木 と竹を伐採

して、衣 ・食 ・住に利用し、適切な植林をつづけることで、山を保全し、腐葉土を得て肥料に

し、谷 と川沿いに田 ・畑をつ くってきた。また、ため池をつ くり、谷や川を保全した。ひ との

家屋 と庭を含めて、これら全てが動 ・植物の生活領域でもある。季節に応じたひ との暮らしと

動 ・植物の生活輪廻 とが うま く溶け合い、両者一体 となっての生態系が出来上がっていると。

　 しか し、上のような理解のなかに、そこで生活する人の苦労が入っているだろうか。この文

章から里山の農業の大変さが読み取れるであろうか。その大変さは言わずもがなであった時代、

つまり農民が占める割合が多かった時代(1920年 には労働者の50%が 農業労働者であった。

2000年 には5%と な り、2005年 の農業就業人 口は約330万 人である。食料 ・農業 ・農村 白書;

農林水産省2005)は 解か りあっていただろう。その上での歌詞であったのだ。

　農業就業者は辛さが身にしみていた。だから、太平洋戦争後、新しい社会形態が生まれ、工

業 ・商業からの需要が増した時、まず農家から若者が移動した。農作業の辛さからの脱出で、

これ幸いだったのだ。上でも記したが、いま、種の絶滅が訴えられ、先進諸国 と森 と多様な生

物の生態系を有する国 々とが資源の確保の問題で議論 している。 日本では、里地 ・里山100選

を行なった り、1000の 里山を残すべ く、ここ穂谷里山のように生態系をモニターされるところ

もで きた。 しかし、そこで働 く人の苦労は変わらない。苦労している人は言 う。「生態系調査

員が入って、里山が残るのか。誰がここで農作業をするのか。」あ とで書 く穂谷 自然農園　園

主　上武治巳さんに関わる人たち以外に、穂谷里山で農作業をする若者を見ることはない。

　宮崎駿氏は、ひ とと里山と生き物たちをテーマに優れたアニメ映画をつ くり、それを観た多

くの人たちは感動した。その人たちに とっても映画の中の話に過ぎない。毎 日、食べ物 として,

動 ・植物の命をいただいていても自らの 日常性に追われている。

　 とはいえ、コンクリートジャングルに住む人たちは、時に里山に入 り、心癒 される時間を持

つ。里山の収穫祭には、安 くて新鮮な作物に群がる。このような機会を増やすことで里山再生

は可能だろうか。現時点での行政 と民間の施策は効果を発揮するに至ってはいない。さらに、

毎 日、この穂谷学舎に通 う多 くの学生諸君に とっても、里山は関わ りございませんの世界であ

る。彼らは、今の社会には欠かせない仕組みになっている学生アルバイ トに取 り込まれ、彼ら

流の遊び と外国語の学びで忙しいのだ。

　 しか し、だからこそ、学生諸君が、健康 と食について、食文化について、自給率について、

農業経済 と政策について、農業ビジネスについて、熱帯雨林 と種の資源について、な ど、いろ
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いろのテーマで学び、考え、気づき、自らが置かれている全ての環境に、知的好奇心を寄せる

機会をわたしは作らなければならない と思 う。

V　 里山を守る人たち

1.穂 谷自然農園のこと

　上武治巳さんは穂谷自然農園を妻 ・美由紀さん と共に立ち上げた。化学肥料、農薬、除草剤

を使わない農業である。 目指すは自然循環型地域社会の形成である。まず、多 くの、 目には見

えない生物が共生する土造 りから始める。落ち葉は勿論、関西外大の食堂からの生ごみ、コム

ギ、馬糞な ど、堆肥をつ くるための材料集めを1人 でやることから始めた。WWOOFJapan

にも加入 した。WWOOFと は、　World　 Wide　 Opportunities　on　Organic　Farmsの 略で、有

機農業 ・無農薬 ・無化学肥料で農業を営む人たち とそれに賛同する人たち、興味を持っている

人たち、有機農業を体験したい人たちの出会いの場である。

　上武さんの登録開始 日の2009年7月1日 から2010年10月26日 までで来園者は延べ、1391人 に

達 している。

　WWOOFで は、来園者が1日 に6時 間働 くと、ホス トから三食 と寝床が提供されるとい う

契約になっている。来園者を国別に整理する(表2)。

　　　　　　　　　　　　　　　　表2　 自然農園来園者

国 人数 述べ人数
平均滞在
　日数

国 人数 述べ人数
平均滞在
　日数

日本 27 226 9 タ イ 3 31 10

台湾 18 424 24 ドイ ツ 2 22 11

フランス 8 302 38 ニ ュー ジ ー ラ ン ド 2 16 8

香港 21 154 7 オ ー ス トラ リア 1 14

イギ リス 7 82 12 ベ ル ギ ー 1 7

アメ リカ 6 54 9 中国 1 6

韓国 3 51 17 シ ン ガ ポ ー ル 1 2

　 14力国101名 延べ1391人(平 均滞在 日数14日)と なっている。

　たった1年3カ 月でこれだけの人たちが有機農業を体験するためにやって くる。

　来園者の動機は色 々あるだろう。単に 日本滞在のための手段にしたかもしれない。もっとも

滞在 日数が少ない人が2日 、多 くのひ とは10日 以上滞在 している。1日 の滞在人数は平均3名

となる。

　上武さん夫妻は、毎 日3人 をホームステイさせている。しかも、二人は来園者に農業を教え
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ながら、自ら、朝から夜まで働いている。何がこのような情熱を生むのか。二人は、1日 な り

とも農地から離れられないのだ。彼は、「畑仕事が好 きだか ら」 と、一言でおわる。

　わた しは思 う。見えないけれ ど確実に存在し、土壌を育てて くれる微生物への感謝、育てて

いる作物に対する愛情、自然農法に対するあ くなき探究心、毎 日が天候によって支配されるけ

れ ども、その支配者 と友達でいる遊び心、そして、有機農法の理解者であ り、明 日への農業へ

の情熱を持つ若い人たちの存在な どであろうか。 どん どん と拡大する穂谷里山の耕作放棄地を

上武さんたちは引受け、堆肥を入れて土をつ くり替え、収穫の喜びの 日のために、土に這いつ

くばる。この人たちのお陰でやっと、里山は姿を保つ。

2.穂 谷森づ くり委員会

　組織をつ くっている団体は、穂谷地区の住人を

は じめ、グリーン宗陽(周 辺住宅4地 区の自治会

からなる)、 枚方里山の会 ・氷室、NPO法 人森

林ボランティア竹取物語の会、社団法人大阪自然

環境保全協会、モニ タリングサイ ト1000・穂谷

(日本 自然保護協会)、 枚方市 ・地域政策室、枚方

市 ・里山振興課、そして関西外大である。 日本自

然保護協会 と大阪自然環境保全協会が密な連絡を

取 りあって、 リーダー的存在になっている。

写真3　 穂谷自然農園

　穂谷里山の生き物調査

　社団法人 ・日本自然保護協会が、調査の実施体

制を次のような図で表して くれた。

　調査項 目は、植物相、鳥類、中 ・大型哺乳類、

水環境、カヤネズ ミ、カエル類、チ ョウ類、ホタ

ル類、 トンボ類、人為的インパクト(相 観植生図

作成)に 分かれて、それぞれ、図にある団体 と所

属する人たちによって精力的に行われている。筆

者は水環境を担当している。その結果、多 くのデー

タが得られ、その報告会が定期的に行われている

　2008年 度の結果をみると、調査サイ トは145ヶ

所、調査参加者は延べ5009人 、調査 日数は延べ

1886日 で、 見つか った種については、植物相が

調査の実施体制 ～穂谷を例に～
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1880種 、 哺 乳 類 は22種(コ ウモ リ、 ネズ ミの 仲 間 は 除 く)、 鳥 類 は142種 、 チ ョウ類 は101種 と

な って い る。 これ を 、 調 査 結 果 が 出 され て い る他 の 調 査 地 域 と比 較 す る と、 次 の よ うな こ とが

分 か る。

　 植 物 の 種 類 数 は 全 国 で トッ プで あ る。 鳥 類 の 種 類 数 も全 国 で5番 目、 近 畿 で トッ プで あ る。

哺 乳 類 は 全 国 並 み とい う とこ ろ だが 、 外 来 種 で 、 在 来 の 小 動 物 へ の 捕 食 圧 の 高 い ハ ク ビ シ ンや

ア ラ イ グマ が 存 在 し、 イ ノ シ シが 入 って きて 、 農 被 害 が 心 配 され て もい る。 チ ョウ類 も全 国 で

ベ ス ト3に 入 り、 ア カ ガエ ル の 卵 数 も近 畿 で 断 然 トップで あ る。

　 鳥 につ い て 、 そ の 種 を い くつ か 見て お こ う。 水 辺 に い るア オ サ ギ 、 カ ワセ ミ、 疎 林 に い るキ

ジ、 キ ジバ ト、 ヤ マ ドリ、 樹 林 に は 多 く、 ジ ュ ウ イチ 、 ツ ツ ドリ、 ホ トトギ ス 、 コマ ド リ、 コ

ル リ、 高 い 樹 林 にい るハ イ タ カ、 サ シバ 、 そ して 、 越 冬 期 や 繁 殖 期 に は 至 る所 で 見 られ る、 ヒ

ヨ ドリ、 メ ジ ロ、 ウ グ イス 、 越 冬 期 の み に 見 られ る カ シ ラ ダ カ、 さ らに 、 コゲ ラに ホ オ ジ ロ と

多様 で あ る。 さ ら に、 繁 殖 分 布 は 日本 の み で 、 個 体 数 は1000羽 未 満 とされ て い る ミゾ ゴ イ まで

い るの だ 。 これ らは 、 植 生 や 季 節 に よ って 棲 み 分 け て い る。 この こ とは 、 この 多 くの 鳥 た ち の

命 を 支 えて い る多 様 な 環 境 と食 べ 物(虫 、 小 動 物 、 木 の 実 、 植 物 の 種 な ど)が 豊 富 で あ る こ と

を 証 明 して い る。

　 この よ うに、 穂 谷 里 山は ま さに 生 物 多様 性 を 誇 れ る里 山で あ る こ とが 調 査 で 明 らか に され て

きた 。 この こ とは 驚 くべ き こ と とい って よい 。 な ぜ な ら、 里 山 と谷 を 挟 ん で 南 北 に 向 か い 合 う

地 域 に、 大 規 模 ごみ 焼 却 施 設 、 採 石 ・採 土 場 、 廃 棄 物 リサ イ クル 場 、 ゴル フ場 な ど、 わ た した

ちの 近 代 生 活 の 実 態 を 示 す 場 が あ り、 騒 音 、 振 動 、 砂 塵 を 含 む 空 気 の 流 れ が 常 に あ り、 下 に写

真4で 示 す よ うに、 積 み 上 げ られ る廃 棄 加 工 土 砂 の 山は どん どん 高 くな って い る。 そ の よ うな

場 所 が 隣 接 しな が ら、 な お 、 里 山が 残 って い るか らな の だ。 この 写 真 を 、 別 の 観 点 か ら も見 た

写真4　 2007年(上)と2010年(下)の 廃棄土砂堆積場の高 さと竹林の繁茂範囲の違い
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い。竹の繁殖地域が広がっているのだ。竹の繁殖地域は至る所で広がっている。穂谷里山も例

外ではない。竹が多様な生態系を破壊する要因の一つだ。

　その竹の伐採をはじめ、里山を守るために、上記の森づ くり委員会の人たちは実に精力的に

働いている。ここでは、紙面の関係で一つの団体を紹介するのみに留める。

3.NPO法 人竹取物語の会

　会員たちは、里山の存在 とその意味を、小学生から大学生さらに一般市民を対象にして、里

山での実体験や種 々のイベントを通して啓蒙している。また、竹炭、竹和紙の制作、里山保全

を し続けながら、里山保全のための リーダーの養成も行っている(筆 者はその講師の一人であ

る)。2002年 の設立以来、竹の間伐は2万 本を超 し、延べ1万 人で、クヌギ ・コナラ ・クリの

植林や里山の道の整備を行い続けている。さらに、特筆すべきことの一つは次のように、里山

のベース としての文化の継承をしようとしているのである。

　穂谷の人たちにとっての神を祭る穂谷神社(若 宮八幡宮)が 、明治政府の政策で、三之宮神

社に合祀 となった。それ以来、社への道は完全に草木で閉ざされ、穂谷住民にも忘れ去られて

しま うところであった。具体的な風景や事物の喪失は、住民共通の文化の喪失を意味する。会

員たちは、かつての神社の礎石を見つけ、その場所まで、急勾配の斜面に108段 の階段を作っ

て、道を復元したのである。そして、そこに神社あ りぎの標を作ったのだ。

本学(関 西外大 ・穂谷学舎)浅 野ゼ ミナールの取 り組み

1.目 的

　 「ローカルからグローバルヘー穂谷から地球規模の問題を探る視座をもつ―」

　 「里山での活動 とそこでの多国籍、他民族の出会いは世界規模の問題意識の共有に発展する。」

とい う 目標 を も って 、 実 体 験 を 通 して 、 学 び 、 気 づ ぎを 深 め よ う とす る もの で あ る。

2.具 体的活動

教室での学び、気づき、討論 とともに、以下の様な実習をした。

　　 ・穂谷森づ くり・モニタリング1000の 調査に参加(水 環境):里 山の溜池の水質調査

　　　NPO・ 関西宇宙イニシアティブの天体観測活動(枚 方市野外活動センター)参 加者を

　　　サポー トするポラティア活動

　　 ・穂谷里山振興協議会 ・糸川英夫記念館設立準備のボランティア活動

　　 ・平山郁夫記念ポランティアセンター ・一学一山運動に参加(里 山整備)

　　 ・穂谷自然農園のWOOFERの サポート:海 外からの入園者の支援(通 訳な ど)
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・留学生に対しての里山ガイド

・穂谷収穫祭や重村酒造でのボランティア

・大学農園での実習　稲作 りや野菜づ くり

3.農 業の研究とゼ ミナールの研究発表テーマの多様性

　 4回 生の卒業研究発表では、多様なテーマが出現する。里山を知 ることから始ま り、物の見

方が広が り一つの知識が、別の知識や事象 と繋が り、線 とな り、面 とな り、立体 とな り、自ら

が生きている環境は多様な事象に溢れ、それらが どこかでつなが り踊 り合っていることに気づ

くからである。

　ここでは、農業に関する発表についてのみ、ごく簡単に記述する。

　ある女子学生は、「農」を生かす　 というテーマで、① このテーマを選んだ理由　②なぜ 日

本の農業は活発でないのか　③その結論　④対策　 と充実した内容を展開し　⑤終わ りにで自

分たちで稲を育て、米を食べることが どれだけ幸せなことであるかを父から教わった。祖父か

ら受け継いだ田をいまも保ち続ける父に感謝する。そして、出来る限 り、少しでも長 く我が家

の田と畑が広がる、あの風景を守れるように尽力したい と結んでいる。

　別の男子学生は　 日本の 「食」 と 「農」一いま、なぜ食育なのか一　 とい うテーマで研究発

表を した。この君の　 「最後に」　 の文を少しだけ抜ぎ書ぎする。

　 「私は2007年4月 から11月にかけて、ゼ ミの実習園で田んぼをつ くり、米を育てたことでさ

まざまのことを体験し、感じ、学ぶことが出来ました。特に、食を生みだす苦労も自然の恩恵

も知らなかったし、食への感謝も普段、持っていなかったことを痛感させられました。

　その8か 月の問に、実際に鍬を持って、土を耕し、整備した田んぼに穂谷の山から流れて く

る水を湛え、泥の中に手を入れて、服を汚しながら苗を植え、草刈 り、水流管理をしながら稲

の成長を見守 り、鎌で一束一束、稲を刈って、天 日で干し、それを最後に脱穀 して精米にして

きま した。

　今まで、こんなに農業に触れることな どなかったからでもあるが、農業にかける労力 と時間

は途方もないことを知 りました。また、稲をを育てたことで、その体験以外に、農業の現場を

直に肌で感じることが出来ました。」

4.ゼ ミナール生との討論のために 一南　富蔵 さんのこと一

以下は討論のための資料 として、ゼ ミ生に手紙を送るとい う形にしたものである。

　『この手紙を書いていますのは9月 末 日、昨 日はこの大学のキャンパスで、まだツクツクボ

ウシが鳴いていました。そして暗 くなってからは、虫の音がわたしの鼓膜を叩きつけました。

これか ら毎 日虫の音を楽 しむことができます。「あれ松虫が鳴いている」か ら始まる文部省唱
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歌 「虫のこえ」は明治43年 からのものだ と、岩波文庫の 日本唱歌集にあ ります。

　コオロギだけでも5種 お り、約25種 の虫が毎 日美 しく鳴 くのです。そのような音を人の耳に

はいれない虫は他にどれほ どの数いるのでしょう。これらの虫たちが、生きるに必要な食べも

のが、穂谷にはあるのです。そして、この虫を食べもの とする爬虫類や鳥類がまた多 く棲んで

いるのです。穂谷に生息する生き物たちは人の作物も大好きです。

　 10月10日 の収穫祭を前に、穂谷の里山の人たちは困っています。

　多くの人がその祭に多方面から来ます。その 目的のひ とつは黒大豆の枝豆を求めてです。 と

ころが、この夏の高温 ・ひで りに加えて、虫の発生で、枝豆の収穫量は8割 減だそ うです。

　そのような状況にあって、虫に食べられた様子もな く見事に枝豆ができている畑もあ ります。

農薬をた くさん散布したからではないのです。

　この畑の枝豆生産者は7月20日 頃からひ と月間の大豆の実が育つもっとも大事な時期に、な

ん と、畑に寝泊ま りして大豆をウサギから守 り、夜明け とともに、その無数 といえる葉一枚一

枚につ く虫を退治された とお っしゃるのです。その方の曰 く、「うさぎと虫相手の根競べだっ

た。」その方 とは南富蔵さんです。

　その方の耕地は里山の比較的高地にあ り、四方を広葉落葉樹のアベマキやコナラ群落の山で

囲まれ、沢もあ ります。この8月 でさえ、夜明けには、作物のす ぐ上の高さ一帯に霧がかか り、

その畑に入ると露で衣服が、びっしょり濡れることがあったとおっしゃいます。そのような環

境も、作物の生育に大いに関係 しているので しょう。

　南さんからは、色々なことを教わ りました。黒大豆を苗床から畑に植えかえるとき、彼は、

その苗の根を全部切ってやるのだそ うです。切られた大豆は、生きるために切られる前より根

を強 く、大きく広 く延ばすのだそ うです。子育て と同じ、甘やかしてはいけない。生きる力を

発揮させない といけない。そして愛情がない といけない。毎 日そばで見てやる。必要な時は手

を添える。野菜作 りも同じだ とおっしゃる。

　稲も、毎 日見に来る。水の過不足、水温をみて、入れた り出した りするとおっしゃる。その

ようにして育て、収穫 した米をいただ くときはおい しく炊かない といけない。洗い方、一粒一

粒の米への水の浸透時間、火の加減、わたしに 「先生解かってますか」 と聞かれます。炊飯器

にお任せのわたしは答えに窮します。彼はヒントを くれます。米の表面の成分が水に溶けては

いけません。米の芯 と外側に同じように火が通れば米は うまいです と。

さて、穂谷祭のころには穂谷は、そして学舎とみなさんは、 どのような色になっているのでしょ

うか。もう、いくどもそのころを過ごしてきたのにわたしは確たる想像ができません。

そこに向けて、あちこちで役員さんの活躍が、 日に 日に 目立つようになっている秋口です。』

南富蔵氏の手になるものばか りではな く、里山の手入れされた田畑は芸術作品だ と思 う。特
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に、 一 枚 一 枚 の 田の 畔 の 塗 り固 め 方 、 法 面 は 滑 らか な 曲

線 を 描 き、 這 入 って き た水 が ゆ っ く り と、 しか し、 淀 む

こ とな く、 畔 にそ って な が れ て い くこ とが で き る。 ま た

流 れ 出て ゆ く とき も、 畔 と別 れ を 惜 しむ か の 如 くで て ゆ

く。 さ ら に、 そ の 畔 の 上 面 や 周 辺 は 、 草 が 刈 られ て 、 い

つ も美 しい 。 わた し も含 め て 、 農 作 業 の 苦 労 を し らな い

都 会 人は 、 あ れ 、 キ キ ョウが 咲 いて い る、 リン ドウが 咲

い て い る と畔 を 踏 ん で ゆ くこ とは な い だ ろ うか 。 畔 は 勿

論 の こ と、 美 し く歩 きや す く手 入 れ され た 田畑 の 問 の 小

写真5　 棚 円の畔 の美 しさ

'

道 は 、 大 切 な 屋 敷 内な の だ。 座 敷 に 相 当 す る とこ ろな の だ。 わ た しは 、 そ うい うこ とも南 さん

か ら教 わ った 。

W　 終わりに

　すでに、「穂谷里山の今日的価値」 と題する拙文を発表 して穂谷里山の大要を書いた。そし

て、ここでも、里山からの学びを著わした。わたしは、関西外大の学生諸君に、大学のキャン

パスは里山を含めた全体であるとい う意識を持ってほしい と願っている。里山は 日本文化を象

徴する一つである。里山は、学生に とって文化的学びの対象であるのみならず、そこには、社

会的、経済的な課題が多 く存在する。つまり、その課題の解決策を提案する過程で多 くの学び

ができる。また、大学組織全体のサポートの仕方によって、里山が、より豊かなものになって

いく可能性があ り、ここでも、社会発展を実現する関西外大の姿が見えることになる。

　さらに、里山を形作るものの風景は、この穂谷学舎に毎 日通 う学生に、情操的な影響をかな

り与えている。特徴的な例を挙げる。入学前から、心身を病み、医師からの薬を手放せなかっ

た学生が、毎 日、その風景 と向き合っている間に、「自然は誰に対 しても平等にむぎあって く

れる。だから、自分も自然の前では素直になれる。」ことに気づき、やがて、 自らの心の保ち

かたがわかる。そして、卒業時には、薬の服用から解放されたとい う。

　わた しは、講義でも、ゼ ミナールでも、里山をテーマにし、出来るだけ、学生諸君を里山散

策に連れ出した。やがて、穂谷は里地里山100選 として有名にな り、外部か ら訪れる人の数は

増えた。しかし、里山に足を踏み入れる学生の数は多い とはいえない。

　一方で、里山は若い世代の力を必要 としている。上述した森づ くり委員会の団体が里山保全

のために努力している。私も微力ながら懸命に里山保全のために時間を使ってきた。しかし、

たとえば、「山の整備は海の生態系に繋がる」 と科学的な話を唱えてみても、山の整備を行 う

人も、苦しい農業をする人も、お金にならない稲作を行 う人に関しても、その数は増えはしな
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い。繰 り返すが、いま関西外大の力が必要なのだ。

　この状況の中だからこそ、忘れ去られてはいけないもの、穂谷里山の現状、里山はなぜに必

要なのか、な どについて里山にある大学に勤める者の義務 としても記しておかなければ と思っ

ている。しかし、自分の能力不足で、随分不満足なものになってしまった。ただ一点、読んで

くださった人に、里山は、「見えぬけれ どもあるんだよ」の世界なのだ と理解 していただける

ことを祈っている。最後に、色 々と教えて くださった穂谷の方々にお礼申し上げる。
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